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農学分野における人づくり協力
―東京大学農学部とボゴール農科大学との協力の経験―

東京大学大学院農学生命科学研究科

大賀　圭治

１　JICAプロジェクト

　　　　　　１．プロジェクトの概要

　　　　　　　　ボゴール農科大学農産加工計画（プロ技）

　　　　　　　　ボゴール農科大学大学院設備拡充計画（無償）

　　　　　　　　ボゴール農科大学大学院計画（プロ技）

　　　　　　　　ボゴール農科大学大学院計画アフターケア（プロ技）

　　　　　　２．JICAプロジェクトによる人づくり協力の問題点と今後の方向

２　拠点大学方式共同研究

　　　　　　１．インドネシアとの拠点大学方式による共同研究の概要

　　　　　　　　期間　　平成１０年度～１９年度

　　　　　　　　開発に伴う環境変化と環境保全に関する研究

　　　　　　　　植物資源の持続的利用に関する研究

　　　　　　　　環境調和型の農業開発に関する社会経済学的研究

　　　　　　　　持続的生物資源管理システムに関する地域生態学的研究

　　　　　　２．問題点と今後の方向 

 要　旨　集 



ボゴール農科大学農産加工計画（プロ技）プロジェクト名

１９７７．１０．１４－１９８４．１０．１３実施期間

ボゴール農科大学農業工学・農産加工学部プロジェクト対象

インドネシアにおける食糧増産、栄養改善、農業教育の充実および農産加工技術の向上上位目標

①教官、学生及び技術・職業学校教職員の技術水準の向上
②農産加工に関する技術開発

プロジェクト目標

①パイロットプラントの設置運営
②既存の実験室・研究室の設備機能の改善
③農産加工品の品質管理等に関する実験・実習プログラムの改善及びその実施
④学部職員、学生ならびに技術・職業学校の農産加工に携わっている教職員の訓練
⑤その他農産加工に関わる技術の改良及び開発に必要な活動

活動

インドネシア日本投入実績

研修員受け入れ　延べ２５名長期　１２名専門家派遣人員

短期　延べ２６名

パイロットプラント建設費　約２億３,０００万ルピア
事務所・車庫・寄宿舎等建設費　約２億１,０００万ルピア

機材供与 約４億２,０００万円
（内 専門家携行機材 約１,１００万円）

予算

・教育文化省高等教育総局
・ボゴール農家大学

・JICA農開部農業技術協力課
・外務省経済協力局技術協力第二課
・文部省学術国際局企画連絡課

組織

（出典：国際協力事業団　評価管理室、「平成９年度　特定テーマ評価報告書－タイ・インドネシア農業分野高等教育－」P８８、１９９８）

１９７６ ７７ ７８ ７９ ８０ ８１ ８２ ８３  ８４ ８５ ８６  ８７ ８８ ８９ ９０ ９１ ９２ ９３ ９４ ９５ ９６ ９７ ９８ ９９ ００ ０１ 年
プロジェクト名

　　１９７７．１０　　　　　　　１９８４．１０
　　　　　　　　　　　　　　

ボゴール農科大学
農産加工計画
（プロ技）

　　　　　　　　　　　　１９８４．０９　１９８６．０３
　　　　　　　　　　　　　　　　　

ボゴール農科大学
大学院設備拡充計画
（無償）

　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８８．０４　　　　１９９３．０３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ボゴール農科大学
大学院計画
（プロ技）

 １９９８．０４　２０００．０３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ボゴール農科大学
大学院計画
アフターケア
（プロ技）

（出典：国際協力事業団　評価管理室、「平成９年度　特定テーマ評価報告書－タイ・インドネシア農業分野高等教育－」P８７、１９９８）
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表１　ボゴール農科大学におけるJICAプロジェクト

表２　ボゴール農科大学農産加工計画概要および実績 

農 学 国 際 協 力 創 刊 号



ボゴール農科大学大学院計画（プロ技）プロジェクト名

１９８８．０４．０１－１９９３．０３．３１実施期間

ボゴール農科大学農業工学部大学院プロジェクト対象

大学院教育および研究能力の向上を通じた、インドネシアにおける実際的な農業研究シ
ステムの改善

上位目標

①共同研究による学術水準の向上　　②修士および博士学位の取得
③ボゴール農科大学および関係研究期間の学術交流

プロジェクト目標

①共同研究
　・作物生産圃場への農業機械利用の最適化
　・農業生産システム解析手法
　・労働科学と農作業体系学
　・エネルギーと農村電化
　・農業施設と材料強度学
　・農業への水文モデル最適化
　・インドネシアにおける灌漑と排水の有効利用
　・作物生産への圃場最適物理条件の評価
　・ポストハーベスト・テクノロジー
　・食品工学

活動

インドネシア日本投入実績

研修員受け入れ　延べ２７名長期 １２名専門家派遣人員

短期 延べ３３名

土地・建物（キャンパスと実験圃場、日本人専門家用事
務室、教室と実験室、図書館、寄宿舎等）
運営費（研究開発、プロジェクト管理、教科書等作成、
セミナー・訓練経費等） 約１０億５００万ルピア

機材供与　約２億３,３００万円
（内 専門家携行機材 約１,０００万円）
ローカルコスト負担 約１億３００万円
モデルインフラ整備 約１.８００万円

予算

・教育文化省高等教育総局
・ボゴール農科大学

・JICA農開部農業技術協力課
・外務省経済協力局技術協力第二課
・文部省学術国際局企画連絡課
・東京大学庶務部国際交流課
・東京大学農学部

組織

（出典：国際協力事業団　評価管理室、「平成９年度　特定テーマ評価報告書－タイ・インドネシア農業分野高等教育－」P８９、１９９８）

ボゴール農科大学大学院計画アフターケア（プロ技）プロジェクト名

１９９８．０４．０１－２０００．０３．３１（予定）実施期間

ボゴール農科大学農業工学部大学院プロジェクト対象

大学院教育および研究能力の向上を通じた、インドネシアにおける実際的な農業研究シ
ステムの改善

上位目標

ADAETの成果を助長し、発展させるプロジェクト目標

①供与機材の維持管理のための技術指導
②農業工学分野における大学院生の研究活動の指導助言

活動

インドネシア日本措置（予定）

カウンター・パートに適当な人材の確保専門家派遣 短期　２名程度
研修員受け入れ 数名

人員

アフターケアに必要な施設・機材・サービス、運営費アフターケアに必要な最小限の機材予算

・教育文化省高等教育総局
・ボゴール農科大学

・JICA農開部農業技術協力課
・外務省経済協力局技術協力第二課
・文部省学術国際局企画連絡課
・東京大学庶務部国際交流課
・東京大学農学部

組織

（出典：国際協力事業団　評価管理室、「平成９年度　特定テーマ評価報告書－タイ・インドネシア農業分野高等教育－」P２６－２７、１９９７）

②学術交流の実施
　・セミナー、ワークショップ、シンポジウム
　　の開催
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表３　ボゴール農科大学大学院計画概要および実績

　
表４　ボゴール農科大学大学院計画アフターケア概要 

 要　旨　集 




